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『
戒
体
』（
浄
厳
覚
彦
述
）
に
つ
い
て

"K
aitai"

（the S
ubstance of S

am
aya- śī la

）,
described by Jogon K

akugen.
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（
凡
例
）

本
稿
で
は
本
文
掲
載
に
際
し
て
、
読
み
易
い
よ
う
に
以
下
の
点
を
改
訂
し
た
。

一
、
原
文
の
旧
漢
字
は
、
極
力
新
字
体
に
置
き
換
え
、
仮
名
を
平
仮
名
に
改
め

た
。
ま
た
、
梵
字
の
箇
所
は
ロ
ー
マ
ナ
イ
ズ
で
表
記
し
、
文
章
に
句
読
点

を
付
し
た
。

二
、
原
文
に
あ
る
割
注
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
は
（　

）
で
括
っ
て
標
記
し
た
。

三
、
本
文
中
の
要
語
、
語
句
に
＊
を
付
し
て
、
文
末
に
そ
の
語
句
等
の
注
記
を

施
し
た
。

こ
こ
で
取
り
扱
う
文
献
資
料
『
戒
体
』
一
巻
は
、
現
在
は
香
川
県
善
通
寺
市
に

あ
る
真
言
宗
総
本
山
善
通
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
本
書
『
戒
体
』
は
浄
厳
律
師

が
四
十
九
歳
の
時
、
河
内
の
教
興
寺
（
大
阪
府
八
尾
市
）
に
在
住
し
て
い
た
貞
享

四
年
（
一
六
八
七
）
中
春
二
月
十
三
日
に
書
き
始
め
、
十
七
日
に
書
き
ま
と
め
た

と
さ
れ
る
短
編
の
自
説
本
（
草
稿
本
）
で
あ
る
。
内
容
は
、
真
言
密
教
に
お
け
る

三
摩
耶
戒
の
戒
体
説
に
つ
い
て
の
記
述
で
あ
る
。
浄
厳
律
師
（
一
六
三
九
〜

一
七
〇
二
）
は
、
字
を
覚
彦
と
言
い
、
妙
極
堂
、
瑞
雲
道
人
と
号
し
た
江
戸
前
期

の
真
言
律
の
学
匠
で
あ
る
。
律
師
は
、
河
内
国
錦
部
郡
鬼
住
村
の
上
田
道
雲
の
子

と
し
て
生
ま
れ
、
幼
少
か
ら
高
野
山
に
登
り
顕
密
を
修
学
し
、
後
に
密
教
の
諸
流

を
研
鑽
統
合
し
て
新
安
祥
寺
流
を
創
草
す
る
な
ど
、
密
教
事
相
の
面
で
特
に
多
大

な
功
績
を
残
し
て
い
る
。
延
宝
五
年
（
一
六
七
七
）
に
は
河
内
の
故
郷
実
家
を
改

め
て
延
命
寺
を
創
建
し
、
後
に
江
戸
に
赴
き
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
に
は
柳
沢

保
明
の
推
挙
に
よ
り
、
幕
府
の
助
力
を
得
て
江
戸
湯
島
に
霊
雲
寺
を
開
創
し
、
こ

れ
を
如
法
真
言
律
の
道
場
と
し
た
。
多
く
の
僧
俗
に
授
戒
す
る
な
ど
、
戒
律
の
普

及
と
真
言
密
教
の
復
興
に
尽
力
し
た
真
言
宗
中
興
の
祖
と
仰
が
れ
る
人
物
で
も
あ

る
。本

書
『
戒
体
』
で
は
、
従
来
日
本
の
戒
律
思
想
史
に
於
い
て
、
三
摩
耶
戒
の
明

確
な
戒
体
説
が
論
じ
ら
れ
た
典
籍
が
あ
ま
り
見
受
け
ら
れ
な
い
中
、
浄
厳
律
師
の

新
た
な
る
解
釈
に
よ
っ
て
、
三
摩
耶
戒
の
戒
体
の
功
能
、
特
性
が
明
確
に
示
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
故
、
三
摩
耶
戒
の
戒
体
説
の
特
性
を
理
解
し
、
ま
た
近
世
に
於
け

る
戒
律
思
想
を
研
究
す
る
上
で
も
、本
書
は
貴
重
な
研
究
資
料
と
言
え
る
。
筆
者
は
、

近
年
偶
々
こ
の
書
が
善
通
寺
に
存
在
す
る
こ
と
を
知
り
、
所
蔵
者
で
あ
る
善
通
寺

様
の
許
可
を
得
て
、
今
回
テ
キ
ス
ト
の
写
真
掲
載
と
本
文
の
翻
刻
を
こ
こ
に
提
示

す
る
次
第
で
あ
る
。
以
下
に
翻
刻
本
文
・
注
記
と
写
真
を
掲
載
す
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
戒
体
、
三
摩
耶
戒
、
真
言
律
、
浄
厳
律
師
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の
情
非
情
に
遍
ず
と
立
つ
る
を
以
て
、
万
法
体
を
挙
げ
、
皆
な
是
れ
心
な
る
が

故
に
、
青
黄
等
の
顕
色
に
偏
な
ら
ざ
る
を
非
青
非
黄
等
と
云
う
な
り
。
次
に
非

色
非
心
と
は
、
此
の
菩
提
心
の
色
心
不
二
な
る
を
以
て
、
色
に
も
偏
な
ら
ず
。

心
に
も
偏
な
ら
ず
。
故
に
非
色
非
心
と
云
う
な
り
。
次
に
非
有
非
無
と
は
、
心

則
ち
戒
体
な
る
が
故
に
、
別
あ
る
に
も
あ
ら
ず
。
実
に
是
れ
心
な
る
が
故
に
、

無
き
に
も
あ
ら
ず
。
故
に
非
有
非
無
と
云
う
な
り
。
次
に
非
因
非
果
と
は
、
此

の
菩
提
心
と
は
、
菩
提
（
果
）
即
心
（
因
）
な
る
を
以
て
、
因
に
も
偏
な
ら
ず
、

果
に
も
偏
な
ら
ず
。
故
に
非
因
果
法
と
云
う
な
り
。
右
の
梵
網
経
は
、
遮
詮
に

約
し
て
説
け
り
。
若
し
表
詮
に
約
せ
ば
、
諸
法
皆
な
心
な
る
が
故
に
、
青
黄
等

の
顕
色
方
円
等
の
形
色
、
取
捨
、
屈
申
等
の
表
色
、
悉
く
是
れ
戒
体
な
り
。
故

に
色
と
も
云
つ
べ
し
。
又
、菩
提
心
即
ち
戒
体
な
る
か
、心
と
云
う
も
当
た
れ
り
。

此
の
心
は
、
本
有
な
る
が
故
に
、
有
と
も
云
つ
べ
し
。
今
、
有
に
あ
ら
ざ
る
が

故
に
、
無
と
も
云
つ
べ
し
。
此
の
菩
提
心
は
因
果
に
遍
在
す
る
が
故
に
、
因
と

も
果
と
も
云
つ
べ
し
。
又
、*

表
業
に
（
意
表
）
似
て
、
而
も
其
の
体
、
本
有

な
れ
ば
無
表
と
も
云
つ
べ
し
。（
法
相
家
の
名
目
、
同
な
り
。）
又
、
阿
闍
梨
の

開
示
に
依
る
と
い
え
ど
も
、
事
と
す
る
と
こ
ろ
は
本
有
無
作
の
法
爾
の
心
体
な

れ
ば
、
無
作
と
も
云
つ
べ
し
。（
大
日
経
の
無
為
戒
も
此
の
意
な
り
。
是
れ
は

成
実
の
無
作
に
同
ず
。）
か
く
の
如
く
、
通
論
す
る
時
は
、
顕
の
大
小
権
実
に

談
ず
る
と
こ
ろ
の
無
作
無
表
色
心
非
色
非
心
の
諸
義
は
、
皆
な
密
宗
所
立
の
戒

体
の
中
に
、
各
の
其
の
一
を
得
て
一
つ
も
全
体
を
見
る
こ
と
な
し
。
譬
へ
ば
、

衆
盲
の
象
を
摸
ぐ
る
に
、
終
に
真
体
に*

契
当
せ
ざ
る
が
如
し
。
自
家
所
立
の

戒
体
は
象
義
の
総
体
を
取
る
が
故
に
、
明
眼
も
人
、
象
の
全
体
を
見
る
が
如
く

し
て
、
諸
見
随
せ
ず
、
又
衆
義
を
も
捨
て
る
こ
と
な
し
。
是
れ
真
実
第
一
最
妙

無
比
の
中
道
実
相
の
戒
体
な
り
。
但
し
天
台
に
云
う
と
こ
ろ
の
性
無
作
仮
色
の

中
に
仮
の
一
字
は
自
宗
の
意
に
非
ず
。
所
以
は
何
と
な
れ
ば
、
自
宗
所
立
の
菩

提
心
は*

本
有
常
恒
の
実
法
に
し
て
、
仮
法
に
非
る
が
故
な
り
。
又
此
の
菩
提

【
翻
刻
本
文
】

〈
表
紙
〉　

戒　

体

西
寒
川　

普
門
院　

*

霊
雅

〈
一
丁
〉　

戒
体 

vajra

覚
静

〈
二
丁
〉　
（
印
） 

伊
豫
宇
摩
郡　

千
秋
萬
歳
普
門
院
蔵　

不
許
譲
與

〈
三
丁
か
ら
七
丁
末
ま
で
〉

　

（
本
文
）

戒
体

問
う
。
顕
の
大
小
乗
は*

戒
体
を
論
ず
る
に
、色
心
非
色
非
心
等
の
多
種
あ
り
。

今
、
密
教
の
三
摩
耶
戒
体
を
弁
ぜ
ん
こ
と
如
可
。

答
う
。
此
の
問
い
、
功
要
な
り
。
今
、
密
教
の
戒
体
を
論
ぜ
ば
、
梵
網
経
に

説
く
と
こ
ろ
の*

非
青
黄
赤
白
黒
非
色
非
心
非
有
非
無
非
因
果
法
文
の
正
し
く

是
れ
な
り
。
何
を
以
て
、
梵
網
の
説
を
以
て
、
密
戒
を
証
す
る
と
な
ら
ば
、*

不
空
三
蔵
の
金
剛
頂
の
義
訳
に
、
梵
網
経
は
金
剛
頂
経
の
浅
略
の
分
な
り
と
云

う
が
故
な
り
。
次
に
経
文
の
意
を
解
せ
ば
、前
に
云
う
が
如
く
、三
摩
耶
戒
と
は
、

三
摩
地
菩
提
心
の
弥
よ
堅
固
決
定
す
る
を
戒
と
名
く
る
が
故
に
、
菩
提
心
論
に

は
、*

諸
仏
菩
薩
、
昔
因
地
に
在
て
是
の
心
を
発
こ
す
の
み
。（
已
に
菩
提
心
を

発
こ
し
竟
ん
ぬ
）
勝
義
行
願
三
摩
地
を
戒
と
為
し
、（
三
摩
耶
界
）
乃
し
成
仏

に
至
る
ま
で
、
時
と
し
て
暫
く
も
忘
る
こ
と
無
し
と
釈
し
玉
へ
り
。
而
る
を
、

梵
網
経
は
先
ず
非
青
黄
赤
白
黒
と
説
け
る
は
、
大
日
経
に
心
は*

非
青
、
非
黄
、

非
赤
、
非
白
、
非
紅
紫
、
非
水
精
色
と
云
う
に
同
せ
り
。
密
教
に
は
、
六
大
各

二



『戒体』（浄厳覚彦述）について

心
は
十
方
法
界
の
一
切
諸
法
に
遍
じ
て
、
諸
法
是
れ
菩
提
心
な
る
が
故
へ
に
、

*

正
受
羯
磨
の
印
言
の
時
き
、
此
の
戒
、
本
有
の
性
の
全
う
し
て
起
す
る
と
等

し
く
、
一
切
諸
法
、
一
時
に
起
動
し
て
、
法
界
万
法
挙こ
ぞ
つ

て
戒
体
と
成
る
な
り
。

然
れ
ば
則
ち
、
此
の
戒
体
は
因
果
生
仏
善
悪
邪
正
等
の
諸
法
を
包
羅
し
て
、
万

徳
具
足
せ
る
が
故
、*

三
た
び
三
摩
耶
戒
を
受
持
し
す
れ
ば
、
如
上
の
万
徳
一

時
に
発
生
す
る
な
り
。
此
の
故
に
是
れ
よ
り
已
後
は
、
法
仏
甚
深
第
一
微
妙
の

三
密
の
行
業
を
凡
身
の
三
業
に
作
す
と
い
え
ど
も

〈
八
丁
〉

更
に*

妨
礙
あ
る
こ
と
な
き
な
り
。
誠
に
大お
お
い

な
る
か
な
真
言
上
乗
の
戒
体
、

縦
い
無
量
劫
を
歴
て
説
く
と
も
、
尽
す
こ
と
能
ざ
る
者
な
り
。
か
く
の
如
く
の

最
上
無
上
の
戒
を*

疎
慢
に
授
受
せ
ん
こ
と
、
恐
る
可
し
。
慎
む
可
し
。
戒
め

ざ
る
可
か
ら
ず
。

右
、
許
可
に
因
る
の
次
で
、
後
生
の
為
に*

倉
卒
に
之
を
記
す
。

此
れ
は
是
れ
草
稿
に
し
て
、
他
日
必
ず
之
を
改
正
す
る
耳
。

貞
享
四
年
丁
卯
中
春
十
三
日
（
同
十
七
日
一
覧
了
）

河
南
教
興

芻
浄
厳　

四
十
九
載

〈
九
丁
〉

　

三
表　
　
　

三
思　
　

三
等　

起

未
入
戒
場 

審
慮
思

正
登
壇
時
意
表
戒
決
定
思　

遠
因
等
起

　

従
他
乞
戒
前
礼　

普
礼
聖
衆
身
表
戒　
　

動　

　

従
他
乞
戒
弁 

勝
思　

近
因
等
起

受
菩
提
心
儀
語
表
戒　

発

　
　

法
界
善
法

第
一
羯
磨
竟

一
時
発
起

〈
十
丁
〉

法
界
善
法

第
二
羯
磨
竟

聚
自
頂
上

法
界
善
法

第
三
羯
磨
竟 

刹
那
等
起

入
自
毛
孔

文
化
十
三
年
丙
子
四
月
二
日
書
写
了　

金
剛
仏
子

湖
月
菴
阿
闍
梨
御
所
持
本
書
写
之　
　
　
　

普
門

同
十
五
年
三
月
於
備
中
倉
敷
学
霊
法
印
住
心
講
読

之
日
普
門
子
以
本
書
写
之　
　
　
　

vajra

覚
静

〈
十
一
丁
〉

文
政
十
一
子
五
月
書
写
功
（
校
？
）
了

 

金
資
霊
雅

（
注
記
）

＊
霊
雅
・
・
佐
伯
旭
雅
師
の
受
業
の
師
と
推
測
さ
れ
る
。
天
保
十
年

（
一
八
三
九
）
に
旭
雅
師
は
十
二
才
で
瀧
寺
（
徳
島
県
三

好
郡
三
野
町
鴨
宮
）
の
霊
雅
師
に
従
い
出
家
得
度
。
霊
雅

三
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＊
非
青
、
非
黄
・
・『
大
毘
盧
遮
那
成
佛
神
變
加
持
經
』（
大
日
経
）﹇
善

無
畏
訳
﹈
大
正
蔵
十
八
巻
一
頁
下
段
十
行
以
下
参
照
。

＊
表
業
・
・
倶
舎
で
は
身
・
語
の
業
に
あ
る
と
さ
れ
四
大
所
成
の
実
色

と
す
る
が
、
法
相
唯
識
で
は
身
・
語
・
意
の
三
業
に
共
に

表
業
が
あ
る
と
さ
れ
、
と
も
に
現
行
の
思
の
心
所
を
体
と

す
る
と
考
え
る
。
ま
た
、こ
の
対
概
念
が
無
表
業（
無
表
色
）

と
さ
れ
る
。

＊
契
当
・
・
ぴ
た
り
と
当
て
は
ま
る
こ
と
。

＊
本
有
常
恒
の
実
法
・
・
本
有
と
は
本
か
ら
存
在
し
て
い
る
こ
と
で
、

常
恒
と
は
つ
ね
な
る
こ
と
で
あ
り
、
常
住
不
変
に
実
在
す

る
（
諸
法
の
こ
と
）
を
さ
す
。

＊
正
受
羯
磨
・
・
羯
磨
と
は
受
戒
に
お
け
る
承
認
を
意
味
す
る
。
正
式

な
受
戒
に
お
け
る
承
認
作
法
（
作
業
）
を
正
受
羯
磨
と
い

う
。
具
体
的
に
は
、
提
議
（
白
）
を
一
回
行
っ
た
あ
と
、

承
認
（
羯
磨
）
を
三
回
行
っ
て
決
議
を
行
う
。
こ
れ
を
一

白
三
羯
磨
（
白
四
羯
磨
）
と
も
い
う
。

＊
三
た
び
三
摩
耶
戒
を
受
持
・
・
こ
こ
で
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
密
教
で
重

要
視
さ
れ
る
三
摩
耶
戒
も
正
受
羯
磨
で
行
う
こ
と
で
、
戒

体
発
得
が
可
能
に
な
る
と
さ
れ
る
。

＊
妨
礙
・
・
妨
害
や
妨
げ
と
な
る
こ
と
。

＊
疎
慢
・
・
お
ろ
そ
か
で
大
ざ
っ
ぱ
で
、
い
い
か
げ
ん
に
行
う
こ
と
。

＊
倉
卒
・
・
あ
わ
た
だ
し
く
、
に
わ
か
に
。

師
は
、
そ
の
後
に
大
瀧
寺
（
美
馬
郡
脇
町
西
大
谷
）、
箸

蔵
寺
（
三
好
郡
池
田
町
箸
蔵
）
に
転
錫
し
た
と
さ
れ
る
。

﹇『
旭
雅
和
上
讃
語
』法
蔵
館（
平
成
二
年
刊
）四
九
頁
参
照
﹈

本
書
の
冒
頭
に
記
載
さ
れ
る
「
西
寒
川
普
門
院
」
は
、
愛

媛
県
宇
摩
郡
寒
川
町
（
現
四
国
中
央
市
）
付
近
に
文
政

十
一
年
（
一
八
二
八
）
に
は
存
在
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、

現
在
は
確
認
で
き
な
い
。

＊
戒
体
・
・
持
戒
に
よ
る
防
非
止
悪
の
行
為
を
誘
因
さ
せ
る
根
本
的
な

原
動
力
と
な
る
も
の
（
本
体
）
で
あ
り
、
受
戒
に
よ
っ
て

悪
業
を
犯
さ
な
い
よ
う
に
、
自
己
を
抑
制
さ
せ
る
潜
性
的

な
働
き
を
為
す
も
の
で
あ
る
。
戒
体
つ
い
て
は
色
法
戒
体

説
、
心
法
戒
体
説
、
非
色
非
心
（
不
相
応
法
）
戒
体
説
な

ど
の
諸
説
が
あ
る
が
、
天
台
の
円
頓
戒
で
は
智
顗
の
『
梵

網
菩
薩
戒
経
義
疏
』
に
「
起
さ
ず
ん
ば
已
や
み
な
ん
。
起

こ
さ
ば
す
な
わ
ち
性
な
る
無
作
の
仮
色
・
・
」（
大
正
蔵
・

四
〇
巻
五
六
五
頁
下
段
）
と
あ
る
よ
う
に
、
性
無
作
仮
色

を
戒
体
と
し
て
立
て
る
。

＊
非
青
黄
赤
白
黒
・
・『
梵
網
経
』
の
文
。
大
正
蔵
二
四
巻
一
〇
〇
四

頁
中
段
三
行
以
下
を
参
照
。

＊
不
空
三
蔵
の
金
剛
頂
の
義
訳
・
・『
金
剛
頂
經
大
瑜
伽
祕
密
心
地
法

門
義
訣
』（
不
空
訳
）
に
は
、「
梵
網
経
の
両
巻
は
、
此
の

経
中
よ
り
出
る
浅
略
の
行
相
な
り
。」（
大
正
蔵
三
九
巻

八
〇
八
頁
上
段
）
と
あ
る
。

＊
諸
仏
菩
薩
、
昔
因
地
・
・『
金
剛
頂
瑜
伽
中
發
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩

提
心
論
』（
菩
提
心
論
）﹇
不
空
訳
﹈
の
文
。
大
正
蔵
三
二

巻
五
七
二
頁
下
段
十
一
行
以
下
参
照
。

四



『戒体』（浄厳覚彦述）について

（
文
献
資
料
写
真
）

『
戒
體
』（
浄
厳
覚
彦
述
）・
霊
雅
所
持
本　
﹇
総
本
山
善
通
寺
所
蔵
﹈

（
一
丁
）

（
表
紙
）

五



藤 谷 厚 生

（
二
・
三
丁
）

（
四
・
五
丁
）

六



『戒体』（浄厳覚彦述）について

（
八
・
九
丁
）

（
六
・
七
丁
）

七



藤 谷 厚 生

﹇
本
紀
要
へ
の
資
料
掲
載
に
つ
い
て
は
、
真
言
宗
総
本
山
善
通
寺
様
か
ら
資
料

写
真
の
ご
提
供
を
得
、
ま
た
紀
要
へ
の
掲
載
の
ご
許
可
を
頂
戴
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
茲
に
慎
ん
で
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。﹈

（
裏
表
紙
）

（
十
・
十
一
丁
）

八
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